
 
 

平成３０年８月 
外務省大臣官房 情報通信課 

外務省の情報通信 

国家公務員一般職（大卒程度） 
（区分：電気・電子・情報、機械、物理） 



 外務省の組織は、大臣官房他１０局３部の本省と、大使
館、総領事館などの約２５０の在外公館から成り立っていま
す 

 

○職員数 
–  本省     約２６５０名  

–  在外公館  約３４００名 
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； 

施設等機関 外務省研修所 

副大臣(2) 外務大臣 外務事務次官 

外務審議官(2) 大臣政務官(3) アジア大洋州局 

北米局 

中南米局 

欧州局 

中東アフリカ局 

経済局 

国際協力局 

国際法局 

領事局 

国際情報統括官 

儀典長 

外務報道官 

監察査察官 

審議会等 外務人事審議会 

独立行政法人評価委員会 

海外交流審議会 

総務課 

会計課 

情報通信課 

人事課 

在外公館課 

総合外交政策局 
軍縮不拡散・科学部 

南部アジア部 

アフリカ部 

地球規模課題審議官 

※情報通信課は大臣官房５課のうちの１課 

在外公館（約２５０か所） 

情報通信課では約１３０名が勤務 

大臣官房 
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国際文化交流審議官 



情報通信課は、ネットワークや情報通信システム， 

 情報処理システムの整備・運用，情報セキュリティ対策等の 
情報通信分野で外務省のインフラを支えています。 

大使館 

総領事館 

政府代表部 

国際会議場 
情報通信課 

外 務 省 
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外交公電システムの開発・運用 

外交通信ネットワークシステムの開発・運用 

外交暗号システムの開発・運用 

業務システムの開発・運用 

情報セキュリティ対策 

外務省内の情報システムの管理（ＩＴガバナンス）・支援 

政府専用機公務通信 

外交文書の発受 
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第二次世界大戦開戦時の情報 

日本海軍暗号機 



 情報通信課では、外務本省と在外公館との間の通信ネットワー
クやシステムの整備・運用を行っています。 

 在外公館の通信ネットワークやシステムの整備には、それぞれ
の公館の規模、通信・電力インフラ事情等を考慮して設計すること
が重要です。 

 本省や在外公館で勤務する職員は、これら通信ネットワークや
システムを使用して、本省からの指示、相手国政府との交渉結果、
その国の政治経済情勢、在留邦人保護などの情報のやりとりを２
４時間３６５日絶え間なく行っています。 
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 大使館 
    大使館は、各国の首都に置かれ、その国に対して日本を
代表する存在です。相手国政府との交渉やその国の政治
経済などの情報収集・分析、日本を正しく理解してもらうた
めの広報文化活動や在留邦人保護活動など，多岐にわ
たる業務を行っています。 

 
 

 総領事館 
   総領事館は、主として世界の在留邦人の多い都市に置
かれ、その地域に滞在する邦人の保護や貿易の促進、広
報文化活動などを行っています。そのため、例えばアメリ
カ合衆国のように国土が広く，日本との貿易や文化の交
流が盛んな国には、ニューヨーク、シカゴ、サンフランシス
コ、ロサンゼルス、ホノルルなど複数の都市に総領事館が
置かれています。 

 

在ドイツ日本国大使館 

在コルカタ日本国総領事館（インド） 
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 在外公館の規模は、職員数１００名以上の大規模な公館
から数名の比較的小規模な公館まで様々で、通信業務を専
任で担当する場合と、通信業務とその他業務（会計業務、領
事業務等）を兼任する場合があります。 

 
 

○通信担当官として 

– 公電等の通信システム、館内ＬＡＮシステムの運用・管理 

– 外交文書の発受信 

– 情報セキュリティ対策 

– 館員からの情報通信にかかる照会等への対応 
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 キャリアパスのモデルケース 

情報通信分野の中核職員として活動 

 
本省勤務 
情報通信課勤務 

語学研修 
外国の大学等での英語研修 

 

在外公館勤務（２公館） 
情報通信業務等に従事 

 

外部機関での研修 
ICTの最新技術や情報セキュリティ対策の習得 

 

ＩＣＴ*の専門家へ 
情報通信課、在外公館等での 

業務を経験し、情報通信の専門家へ 

語学研修 
入省から３年間は英語研修を受講 

各種研修 
情報通信分野の研修を受講することが可能 

情報通信業務に従事 
外交通信システムの開発・運用、情報セキュ
リティ対策等の業務に従事 

（個人により異なる場合があります。） 
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概ね４年目 

概ね９年目 

概ね５～８年目 

概ね１０年目以降 

入省～概ね３年目 

ICT*: Information & Communication Technology 



Ｑ１：業務を行うためには、 情報通信系の教養が必要ですか？ 

       Ａ１：入省時は、国家公務員採用一般職試験（大卒程度試験）の各区分で求められる教養があ 
          れば問題ありません。入省後は、業務を通じて情報通信技術を習得する他、専門機関で 
          の研修等の機会も設けています。 
 

Ｑ２：専門技術の習得にはどの程度かかりますか？ 
       Ａ２：日々の業務や各種研修等を通じて、基礎的な情報通信分野の技術を習得することが可能     
          です。ただし，IT技術は日進月歩ですので，知識や技量を深め，また，広げていく努力はプ    
          ロとしてのキャリアを通じて常に必要となります。 

Ｑ３：語学力に自信がありませんが、在外公館で勤務できますか？ 
       Ａ３：心配はありません。入省後の語学研修等で研鑽を積んでいけば、在外公館で勤務するた 
          めに必要な語学力を身に付けることができます。 
 
Ｑ４：在職中は、必ず在外公館で勤務しなければならないのですか？ 
       Ａ４：在職中は、在外公館での勤務があります。在外公館の勤務を経験し、現地の通信事情等 
          を把握しておくことも、本省で情報通信業務に従事するために必要となります。 

Ｑ５：在外公館に赴任する際は、単身赴任になりますか？ 
       Ａ５：特に単身赴任又は家族同伴でなければならないと求められることはありません。ただし、 
          子女教育のタイミングや治安面等勤務環境が家族同伴に適さない等の理由で、単身赴任 
          を選ぶ場合もあります。 

9 

MINISTRY OF FOREIGN AFFAIRS, 

INFORMATION AND 

COMMUNICATIONS DIVISION 



入省年度 入省者数 出身学科 現在の担当業務 

平成２６年度 ３名 

知識情報・図書館学類 通信担当官（在サウジアラビア大） 

情報科学コース 通信担当官（在韓国大） 

福祉人間工学科 語学研修（英国） 

平成２７年度 ２名 
情報科学コース 専門技術研修（国内大学院大学） 

電子情報工学科 出向中（内閣官房） 

平成２８年度 ２名 

社会情報学専攻 外交通信ネットワーク開発 

地球惑星科学専攻 情報セキュリティ対策 

平成２９年度 ２名 

先進理工学専攻 外交通信ネットワーク開発 

電気電子工学専攻 外交公電システムの開発 

平成３０年度 ２名 

機械工学科 外交通信ネットワーク開発 

総合情報学科 業務通信システムの開発・運用 
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先輩からのメッセージ 

平成２２年度入省 在米国大使館書記官 

 平成２２年入省後，本省（情報通信課）に在籍していた当
時は，外交業務に必要な各種情報通信システムの開発お
よびそれらシステムの情報セキュリティ対策業務に携わる
とともに急速に変化するICT技術の習得に励むため，様々
な外部の研修にも参加しました。 
 平成２８年に本省から在米国大使館に赴任し，外交の第
一線の現場に近くなった分，ICT利活用に関するニーズを
拾う機会も多くなり，各種情報通信システムの運用を通じ
て現行システムからさらに成長が必要なサービス課題や
技術課題を考えることが今の仕事です。 
 皆さんの学生時代に培った『考える力』を外務省で存分
に活かしてみませんか。 ワシントン郊外の暗号博物館 



先輩からのメッセージ 

 平成２６年度に入省し，本省では情報通信課にて約２
年半勤務した後に，アメリカにおいて１年間の語学研修
（英語）を行い，平成２９年８月より在サウジアラビア大
使館にて勤務しております。 
 外務省における情報通信課の業務は大変広範囲に
わたります。仕事のイメージはつかみにくいかもしれま
せんが，「他国から情報を守る」という一点が私の仕事
における最重要事項です。入省希望の皆様に望みたい
ことは，責任感，実行性，謙虚さ，努力です。現状の能
力は試験にパスしたのであれば問題ありません。日本
外交の最前線に外務技官という立場で加わってみませ
んか。 

平成２６年度入省  

在サウジアラビア大使館書記官 

サウジアラビア知人宅 



平成２６年度入省 在韓国大使館書記官 

先輩からのメッセージ 

 平成２６年度に入省し約３年半，本省で情報セキュリティ
対策関連業務に従事し，平成２９年８月に通信担当官とし
て在韓国大使館に配属されました。 
 本省では，まさに外交情報を守る最前線に立ち，日々変
化していく攻撃手法について勉強し，専門性を高めることが
できました。 
 在韓国大使館では，それまでに身に付けた知識を生かし
ながら，大使館の情報通信ネットワークの保全を一手に引
き受け，「自分が縁の下の力持ちとなるから館員が安心し
て仕事ができるんだ」と，とてもやりがいを感じて勤務してい
ます。 

景福宮（韓国） 



平成２８年度入省  

本省勤務：外交通信ネットワーク開発担当 

先輩からのメッセージ 

 私は平成２８年度に入省してから本省勤務３
年目になります。外務省の情報ネットワークの
設計や構築に関する業務を行っています。 

外交通信業務とは，「血液が円滑に流れること
で，全身に酸素と養分を供給し，各部の筋肉が
円滑に動くようするものである」と例えられるよう
に，無くてはならない業務です。このようなダイ
ナミクスを感じつつ，経験に裏打ちされた豊富
な知識と使命感に満ちあふれた先輩職員から
の御指導のもと， 毎日が試行錯誤しながら業
務を遂行しています。 

 私たちとともに，粘り強く困難な問題に果敢に
挑戦し，日本の外交通信を支えて行きたい方を
お待ちしています！ 

政府専用機通信訓練（千歳） 



 皆さんが学んだ専門知識が、外務省における研修や実
務を通じて磨かれ、ICTの専門家として日本の安全と繁
栄に寄与することとなります。また、外交官として外国に
滞在し，日本を見つめ直す機会が持てるこの職業は，あ
なたが生涯働く場所として価値があります。 
 みなさんの来訪を心からお待ちしています。 
 
 ○外務省ホームページから採用情報を参照してください。 
 
 ○採用に関する問合せ 
      外務省大臣官房情報通信課 
      電話：０３－５５０１－８０００ （内線 ４３３８） 
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